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猫歯肉口内炎は歯肉および口腔粘膜の慢性炎症性疾患

で，口腔後部粘膜の発赤，潰瘍，増殖病変がみられ，激

しい疼痛のため，流涎，採食困難等の症状を示す．原因

として口腔内細菌やウイルスの関与，免疫反応の異常な

どがあげられているが明確になっていない［1h7］．治療

として歯垢・歯石の除去やステロイド剤，抗生剤，免疫

調整剤の投与などが行われているが，完治させることは

困難な場合が多く，最近では全臼歯抜歯あるいは全顎抜

歯を行い，内科治療を併用することがすすめられている

［8h10］．以前，われわれは，猫歯肉口内炎に対し全臼歯

抜歯を行った14頭での治療効果を術後1カ月の時点で

評価し，報告した［11］．今回，症例数を増やし，短期

評価後の経過を追跡して長期評価を行った．また長期評

価で改善なしと判定したもので，さらに全顎抜歯を実施

した症例では全顎抜歯後の効果も判定した．

材 料 お よ び 方 法

調査対象は歯肉口内炎の治療のために当院で全臼歯抜

歯を実施し，その後の経過を経時的に観察できた猫34

頭である．性別は雄14頭，雌20頭，発症時の年齢は1

歳から14歳（平均7歳）であった．全臼歯抜歯処置実

施時の年齢は2歳から15歳（平均8歳），初診日からの

治療期間は1週間から3年2カ月間（平均8 .3 カ月間）

であり，その間の治療法としては，症状に応じた間欠的

なステロイド剤投与（プレドニゾロン0.5～2mg/kg経

口投与またはトリアムシノロン1～3mg/head皮下投

与）および抗生剤投与が全頭で行われており，他に併用

治療としてネコインターフェロン投与7頭，その他ラク

トフェリンや免疫賦活剤等の投与2頭，歯石除去や歯周

病に対する外科的処置3頭が行われていた．猫白血病ウ

イルス（FeLV）抗原および猫免疫不全ウイルス（FIV）

抗体検査は未実施のものが9頭，ともに陰性のものが13

頭，FeLV陰性・FIV陽性が6頭，FeLV陽性・FIV陰

性が4頭，ともに陽性のものが2頭であった．

全臼歯抜歯処置は全身麻酔下で行い，すべての臼歯を

抜去［11］した．同時に口腔後部粘膜の増殖が重度であ

ったものでは増殖部の外科的切除（5頭），炎症が見られ

る部分の炭酸ガスレーザーによる蒸散（5頭）を実施し

た．全臼歯抜歯処置後はアモキシシリン，セファレキシ

ン，テトラサイクリン等の抗生剤を1週間以上投与し，

ステロイド剤は基本的に術前と同じものを使用した．

治療効果は口腔内病変の肉眼的な変化，流涎や採食時

の疼痛などの臨床症状およびそれらをコントロールする

のに必要とするステロイド剤の用量・投薬間隔を調査し

て処置前と比較し，短期および長期評価を判定した．短

期評価は処置後約1カ月の時点で行い，疼痛を示唆する
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歯肉口内炎を有す猫34頭で全臼歯抜歯処置を行い，治療効果を長期的に評価した．34頭中17頭は処置後速やかにあ

るいは徐々に改善し完治に至り，5頭では明らかな改善がみられた．しかし，12頭では長期評価で改善がみられず，特

に処置後の短期評価で改善が認められなかった症例や，短期的に改善が得られても経過途中で再燃した症例での長期改

善率が悪い傾向があった．また，これら長期経過で改善がみられなかった12頭のうちの5頭で，さらに全顎抜歯を行っ

たところ4頭が完治し，1頭では改善がみられた．以上のことより全臼歯抜歯処置後は内科的治療を継続しながら経時

的観察を行うことにより，全臼歯抜歯処置で十分な効果が得られるのか，あるいはさらなる治療法としての全顎抜歯を

考慮するべきなのかを判断する手がかりになる可能性が示唆された．
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